


 

培養遺伝病細胞は病気の研究のみならず,ヒト遺伝子解析のための有力な手掛りを与えて

くれるものである。培養細胞の示す欠損機能を相補する遺伝子をヒト遺伝子バンクから選

別する方向で,特定の機能を示すヒト遺伝子をとりあげる操作は今後非常に重要な研究作

業となるはずである。 

 しかし,現在一般的に用いられている DNA 注入法は上記の作業には適しておらず,新しい

方法の開発がまたれている。従来の方法の一つは微小ガラス管で機械的に直接細胞核内に

DNAを注入するもので,注入DNAの機能発現には極めて能率の良いものであるが数百万のヒ

ト遺伝子断片から特定の遺伝子を選別することには適さない。もう一つは DNA をリン酸カ

ルシウムゲルに混在させて単層培養細胞に添加する方法である。この方法は大量の細胞に

同時にDNAを注入できる利点があるが,注入されたDNAの細胞内での機能発現の効率が悪く,

その程度も細胞株によって大きく変動する。従って効率の良いL細胞とか 3T3 細胞では実

用的であるが,残念ながらヒト線維芽細胞とか培養白血球細胞とかには全く使えない。 


